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古川太四郎の体育観に関する一考察  

中川 一彦  

AStudyonlbshiroFurukawa’sIdeastbrPhysicalEducation  

NAKAGAWA 二Kazuhiko   

ThepurposeofthisstudyisnndingtheideasforphysicaleducationofrIbshiroFurukawawho  
WaSthefounderof［hefirstJapaneseschoolfortheblindandthedeafiI－1878throughhisworks・  

Astheresults，followlngWerebecomeclear：   

1・Thebeginning（1878－1883），thefirstJapaneseschoolfortheblindandthedeaf（Kyoto  

Moua－in）wasintroducedphysicaIeducationbetweentheclassaIldtheclassforInation，butsince  

1884，itwasplacedaregularsubjec（．   

2・ThshiroFurukawadesignedthesporttoimprovethesenseoftheblindkeenlyandtoaccelerate  

thebreathingfunctionofthedeaf．   
3・Hesetahighvalueonphysicaleducationforcorrectingblindanddeafincompletephysical  

deveIopmentandprotectIngthemselvesfromillness．   
4・ThestartlngpOlntOfhisviewofphysicaleducationwashisemotionofpityandinstinctive  

tendel・neSSfortheblindandthedeaf．   

Keywords‥TもshiroFurukawa，Physicaleducation，theblind，thedeaf．  

1．はじめに   

古川太四郎（1845、1907）は、1878年、わが  

国最初の盲唖学校京都盲唖院（硯、京都府立盲学  

校、同聾学校）を開設し、体育を重視した教育の  

実践者として知られている。   

この京都盲唖院の教育については、東り、注1北  

野り、柱】、そして大川原23）、注2によってすでに紹  

介されているところであるが、ここでは、知育、  

徳育、体育として教育領域が順序づけられてい  

るとき、体育を第一としてとりあげた古川太四  

郎の体育観について、1913年、文部省から刊行  

されたF古川氏盲唖教育法』7）を参考に、考察を  

加えたので報告する。  

2．京都盲唖院における体育   

古川太四郎は、京都盲唖院に、開設時（1878年）  

から1888年まで在任した7）。   

京都盲唖院は、開校当時、「学制」で教科の一   

つとして位置づけられた体操を教科としては採り  

入れていなかったが、しかし、古川太四郎は、当  

初から「盲嬰児の体育に注目し」Ⅰ3）、「毎時間放  

課後十分時間ヲ以テ遊学時間トシ12時ヨリ1時ノ  

間ヲ以テ体技ヲ習ワシ」4）とあるように、業間体  

育的形態で体育的活動を取り入れていた．二   

そして、1879年、京都府立盲唖院となった京都  

盲唖院は、1884年、体操を教科として位置づけた  

のである6）。   

その後（1889年）、京都府立盲唖院は、京都市  

立盲唖院となり、1901年には体操科教員を配属さ  

せ2）、当時の「課程表」5）によれぼ、盲尋常科6  

時間〔遊戯、普通体操〕、高等科5時間〔遊戯、普  

通体操、器械体操（男）、柔軟体操（女）〕、そして  

聾唖尋常科1年5時間〔遊戯〕、2年4時間〔遊戯〕、  

3～5年3時間〔遊戯、普通体操〕及び高等科3時  

間〔遊戯、普通体操、器械体操（男）、柔軟体辣  

（女）〕が各週組まれていた。   
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を設置し、体辣にしても遊戯にしても、普通児童  

と同様になし得るものは努めてこれを行なうよう  

にしむけていた。   

また、聴覚障害者には、「大概普通人の体育遊  

敢と同一なるもの妨なし」8）としながら、獅口疇  

璧の遊び図7）、龍I∃1】の遊び剛）、貫輪器図9）、打毯  

複函輪器酎0）、単語間合図‖） を最も益あるものと  

して紹介していた。  

3．古川太四郎考案の遊戯、体操   

古川太四郎は、視覚障害者の体育としての古生  

体操法帖）、主に聴感覚を育てることをねらいと  

したものとして鬼遊び図2）、明暗弁別、方向弁別  

をねらいとしたものとして大将遊び郎）を考案  

し、運動場には、方向感覚に加えて触覚を育てる  
ために直行練習場図4） と方向感覚渦線場l那） を設  

け、また、聴感覚を育てるために打球聴干場Ⅰ如）  
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囲3．大将遊び（文献7より）  
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図4．直行練習場（文献7より）  
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図9．貫輪器（文献7より）  
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とあるように、「自然の愛情」川に由来するもの  

だとしている。   

そして、「人類の尊むべき官能を吹き花の朝日  

の夕自然の美妙の音色を接する能はず声なき光な  

き悲惨の状態に沈みつつあるを傷み同情側隠の心  

を起し」‖）、体を育てること、つまり体育の必要  

性を大切に、第一に考えたのであろう。  

5．古川太四郎の体育観の原点   

古川太閤郎は、1845年、家塾白景堂を開き、朝  

に孔孟を開き、夕に柳生の武を講じる古川直次郎  

（1797－1853）の4男として生まれた16）   

この自景堂の寺子は600人以上で、全国一の規  

模だったとのことである。教師は、1848年以降、  

長男正太郎（1829－1892）と太四郎（1857年か  

ら）の二人だった16）。   

そして、古川太四郎は、1869年、全国に先がけ  

て京都市内に小学校が建営されたとき、その教育  

方法や教具について建策し、待賢校（待賢小学  

校）の教師に任用された。しかし、1870年～1872  

年の間、いわゆる水争いにからみ、2年の下獄体  

験をするのである15）。   

この投獄に際し、前夜、盲人の按摩が酒客に侮  

辱されているのを目撃し、翌日引き立てられてい  

く路傍で、仲間に遊ばれる聾児に接し、この人達  

のためにと決意したそうである15）。そして、この  

体験が、盲唖院創設発起伝説となっているのであ  
るj） 

1873年、古川太四郎は、待賢校に再任される  

と、暇をみつけては、前述の聾児3人の遊び相手  

をしていたそうである19）。〕そして、この3人のた  

めに、1875年頃、待賢校内に痔唖教場を創ったの  

であった「）  

1877年、この教場の様子は、天覧授業の栄を受  

け、東京にまで聞こえる程の成果に、各方面から  

の求めも多くなり、療唖教場は、発展的に、1878  

年、京都古幡院となったのである。ちなみに、最  

初の盲児は、半井緑といい、神社宮司半井直澄の  

長女であり、半井は、「嬰児が数えられるなら盲  

児も」19）と頼み、自身は、京都盲唖院開設運動  

の先頭に立ったのであった、〕  

6．まとめ   

古粧太四郎の生い立ちから京都盲唖院における  

体育を『古川氏盲唖教育法』を中心に概観してき   

4．古川太四郎の体育観   

古川太四郎は、前述したような遊戯、体操を考  

案し、実践していたようであるが、それは、どの  

ような体育観に裏打ちされたものだったのであろ  

うか。   

古川太四郎の弟子、渡辺乎之甫によってまとめ  

られ、文部省から刊行された『古川氏盲唖教育  

法』には以下のような記述が見られる。  

「古人の身体は普通人に比較して大に不完全な  

るのみならず多くの疾病に握ることあるは一に運  

動の不足に基因するなり」9）。  

「盲人は自然の誘促に従ふこと能はぎるを以て  

一も活発、活動と称すべきものを見るを得ず」9）。  

「唖人ほ普通人と異なり呼吸器病多きを以て第  

一に注意すべきは空気の流通を良くすることな  

り」8）。   

そして、これらの対策として、「普通児童が自  

然の天性に誘促せられ常に運動するが如きは知ら  

ず識らずの間に児童体育上大なる利益を与ふな  

り」9）、故に、視覚障害者は、「適当の遊戯を奨め  

体操を課して愉快に運動嬉戯せしむるは盲人体育  

上最も必要なり」9）と述べ、聴覚障害者には、「胸  

部運動に適するものを迷び苛も呼吸器に害ありと  

認むべきものは全て之を避くべし」8）としてい  

た。   

これだけの記述ではあるが、ここに見られるも  

のは、不完全な発達を是正し、疾病を予防するた  

めにという、まさに体を守り育てたいという願い  

であった。   

このことは、『古川氏盲唖教育法』の第一編、総  

論の第一章、盲唖教育の必要及び其教育可能の程  

度の冒頭に、「心身の発達不充分にして独立自営  

するの能力なきものに教育の必要なるは覚官及び  

其他の器官に軟く所なき普通人の如く然り況んや  

覚官に軟く所ある盲唖者に於いては一層の必要を  

感ずるなり」‖｝）とあるように、まず体を育て、独  

立自営の能力的基盤としたいと考えていたことに  

よるものであろう。   

どうして古川太四郎が、この様な「不具者」‖）  

の教育を考えるようになったかについては、『古  

川氏盲唖教育法』の本文に先だっ記述「古川太四  

郎先生／卜伝」の中に、「待賢校に教鞭を執る偶同校  

部内に盲唖児童あるを聞き馳せて之を慰問し側隠  

の情に堪へ難く鳴呼盲唖程世に憐むべき者なし今  

より畢生之が枚掛二従ひ之が慰安に蓋さんと」t2）  
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報），金沢大学教育学部紀要，26：63－78  

3）藤本文明、藤井克美（1994）：京都障害者歴史散   

歩，文理閣，京都  

4）京都府立総合資料館（1972）：「京都府百年の資   

料」，5教育編，京都府，京都，pp．322  

5）京都府立総合資料館（1972）：前掲書4，pP．532－   

53（i  

6）丸川仁夫（1929）：日本盲唖教育史，京都市立盲・   

聾学校同窓会，京都，pp．15  

7）文部省（1913）：古川氏盲唖教育法，文部省図書   

局，東京．  

8）文部省（19Ⅰ3）：前掲書7，pp．40  

9）文部省（Ⅰ913）：前掲書7，Pp．27  

10）文部省（1913）：前掲書7，pp．1  

11）文部省（1913）：前掲書7，pp．3  

12）文部省（Ⅰ913）：前掲書7，古川太四郎先生′卜伝，   

pp．1  
13）文部省（1958）：石筆唖学校八十年史，日本図書   

センター，東京，PP．20  

14．永吉宏英（2001）：スポーツとの出会をつくるプ   

ログラム，みんなのスポーツ，270（10）：11－Ⅰ5  

た。   

その結果、以下の事を知ることが出来た．  

1）京都盲唖院における体育は、盲唖院開設  

（1878年）から1883年までは業間体育的形態のも  

のであったが、1848年以降、教科として位置づい  

た。   

2）古川太四郎氏考案の遊戯、体操は、視覚障  

害者には感覚を鋭敏にすることを配慮し、聴覚障  

害者には、「大概普通人の体育遊戯と同一なるも  

の」ボ）としながらも、呼吸器の機能克進を考え案  

出されたものであった。   

3）不完全な発達を是正し、疾病を予防するた  

めに遊戯、体操を奨励し、それらを考案した古川  

太四郎の体育観は、まさに、体を守り育てたいと  

いう願いに端を発していた。   

4）古川太四郎の体育観の原点は、視覚障害者、  

聴覚障害者への憐憫の情に裏打ちされた彼の側隠  

の情に由来するものであった。   

パラリンピック競技大会に見られる種々の工夫  

は、みんなの生涯スポーツを考える上で多くの示  

唆となり－4）、からだの調子が悪いからこそス  

ポーツ（身体活動）をしたくなる環境づくりが大  

切なことに24）、やっと気付き始めた今】1、100年  

以上前の先人に、しっかり顔を向けねばならない  

と思うこの頃である。  

注   

注l）、東、北野は、文献1の中で、古川太四郎  

考案の遊戯、体操を詳しく紹介し、彼の体育観と  

指導法が、現代に通ずる多くの教訓を包含してい  

ることは注目に催するとまとめている。   

注2〉、大川原は，文献23の－rlで、古川太四郎の  

指導法が、現今の特殊教育分野における教育領域  

のひとつ、自立活動（養護・訓練）の源流である  

と紹介している。  
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